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く出てきている。 K V. Eagly'九安藤ω，W. A. Eltis.j，) T. Barna5l，駄田井ペ
小島"小池ω などの一連の研究がそれである。地主階級 以下， (P)と略
記 による収入の支出を，生産的階級 以下， (CP)と略記 と不生産
的階級一以下， (的と略記 とに各寸rつ折半する単純再生産そり
ではなく， (CP)， (CS)両部門が (P) の支出様式を「模倣J"するという仮定
のうえで，支出性向の変化による経済規模の変動そデルをつくる試みは，菱
1) Tableau Economique， von Francois Quesnay， heraugegeben， emgeleLtet und ubersetzt 、onMa:rguerite Kuczynski， Akademie-Verlag， Berlm， 1065 
2) Robert V. Eagly， A Physiocratic Model of Dynamic Equi1ibrium， Journal 0/ Political 
Economy， vol. 77 no. 1， Jan / Feb. 1%9 
3) 安藤金男!ケネ 『経済表』町一解釈， IオイコノミカJvol. 11-3/4， 1975年3月。
4) W. A. Eltis， Francois Quεsnay: A Reinterpretation 1. The Tableau Economique， 2.The 
TheoTy of Economic Growth. Ox!ord Economic Papers，刊1.27-2. July1975， vol.27-3， Nov 
19マ5.
5) Barna.， T.， Quesnay's Tableau i且 modernguise， Rr.on01旬ic.J()urnal. vol. Lxxxv. no. 339. 
sept. 191丘 Quesnay'smodel of economic developement， Eur母国neconomic R四 iew，vol. 
VlII， 10-4， dec. 1976. 
6) 駄目井正， ケネー の経済表における経済モデル， I産業経済研究J (久留米大)20巻2号，
1979年。
7) 小島照男l ケネ←「経済表」の経済成長理論， r経済研究J (成域大学)77号" 1982年。
8) 小池基之，不均衡の「経済表ム「商学論叢J9巻 4号， 1984年。
9) 注の20)を事照されたい。
92 (376) 第 137巷第3号
山'"'を鳴矢として196C年始めのネムチノフ山にまでさかのぼることができる。
上にあげた諸氏による"一連の研究動向は，確かにケネー研究における新しい















10) 菱山氏ケ不 の『経済表j，京大経済学部創立40周年記意「経済学論集」所収， 1959午。同7
「経済表」と産業連闘士デル， ，経情論叢j96巻 5号. 196(午。前者は英λ℃公刊され2 ネムチ
ノス Eltisによって利用されてし品。1.Hishiyama，“The Tableau立conomiqueof Quesnay 
Its Analys.is， }{econstrl1rtion， and Application "， Kyoto Uni叩 rsityEconomic Review， vol 
30， no. 1，' April 1960 
11) B ネムチノフ，石津英雄訳， ~再生産表式の若干の数量的依存j (，経済学の諸問題J1962年
2号)i香川|大学経済論集J35希4号， 1962年。





億九500万リー グルで削れば， ，範式」とは異なる「原表」の， くCP)，くCS)双方における原前払
と年前払の大きさを求めることができる。
13) Frar】coisQuesnay， Exp1ication du Tableal1 Economique， Versail1es， 1759. FrancOls Quω 
nay et la Physiocratie， t.1， Paris (1. N. E. D.J 1958， p.676 



















が〔図1)である。(図1)において aは (P)収入 rはくP)収入のう
ちにわ生産物に支出される比率 以下， (CP)生産物支出性向と呼ぶーー
を表現している。 (P)の貯蓄はゼロと仮定されているので， (P)収入額 Gのう
ち (CP)に文出された arの残余の貨幣額 a(lー のはくP)からくCS)に支
14) Lettre de Quesnay a Mirabeau sur le Tableau Econω刀ique，OU il lui anl10nce l'envoi 
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ケ不-w経済表H原表」のマ不一 フロー 分析 (379) 95 
出される金額であり ，(l-r) はくCS) 生産物支出性向を表現している。 (P)
による「収入の支出」を起点として (CP) とくCS) に流入する貨幣額は，
(CP) と (CS)の双方において (P)の支出様式に倣って， (CP)に対して Y の
比率で， (CS) に対して (l-r)の比率で支出され， I最後の 1ドゥニユに至る
までy8)くりjJRさわし品。
(CP) と (CS)に販売によって流入する貨幣額の集計値(B)と(c)は， (P)の収
入と同様の可処分所得ではな<，したがって (CP) とくCS) による貨幣の
「支出」についても， (P)と同ーの消費性向を前提する必然、性はなく，何らか












18) Quesnay， F.， Explicatlon du Tableau Economique， ot. cit.， p.676 
10) Mirabeau， V.R. marquis de， L'Ami des Hommes， Suite d( 1a VI partie， Tablea沼 oecono
鉱 'q問 avecleS explications， Avign叩， 1756~60， reprmted in 1970 by Sci印 tiaVer lag Aalen， 
cL pp. 192， 20丸214，254 
20) r装飾の著静か地主のもとで!， 職人目もとでt，耕作者のもとで占増大すると恒定すれば，
収入600リ ヴノレの再生産は500リ←ヴルに減少するであろう，JUuesnay， F.， Explication， op 
口t.，p. 676. (CP)と(CS)によるくめの消費性向白模倣について，それがくP)の「著笹の模倣」
を意味するのh それとも生産手段を含む (CS)加工品一般への支出割合の増加を1;]抹ー するのか1
論点としてあげられるであろうロその仔細な檎討は別稿にゆずらねばならないが1 菱山そデルの
場合は前者の観点に立つ渡辺輝雄， r経済表j(原表〕の 解釈， r東京経大学会誌J21号， 1958 
年に依拠しているように思われるυ
96 (380) 第 137治第3号
(CP)生産物(到に対する需要構成より ，B=ar+8' """""，，(関係式1)
(CP)収入(l)の支出梼歳より， B=A十C' ........."."...".，，"(関係式2)







既に指摘したように， i経済表の説明」においてくCP)が (CS) に販売す

















































る。 (CS) と (CP)に発生する貨幣余剰の合計は，
(C-B')+(Bー Cう
[EEl-E2LfkfLIlia佐 -r2) ゆ二三〉土並 i













よう。 α=6ω リーヴル r二きの単純再生過程を「中庸の状態」叩として設定
21) r原表不完結説」については渡辺輝雄， 前掲論文を，段抵のものとしては同『第2章重農学
派 I(遊部地鼠 『講座 経符学史 11同文館， 1977年所収〉と岡凹沌ー 『フランス古典経済
学研究』御茶の水害見ユ98~年の第 2 ， 3章を参照されたい。
2) Quesnay， F.， Explication， oj九 cit.，p. 675. 
98 (382) 第137巻第3号
し解析がすすめられている「原表」の 2=3版と付録の「経済表の説明Jの数
値一一(CP)年前弘600リ ヴノレ， (CS) 年前払3日日日ーヴルの数値一ーを，
r→の単純再生産だけでなく ，O<rくlの拡大もし〈は縮少再生産に適用で
きるように，貨幣収支表に両部門の年前払支出として定着させよう。
いまくCP)の販売額に， (CS)用として (D)，白陪級内支出分として (A)
を〈表1)の貨幣収支表に追加しよう。 (CP)内に支出される貨幣資本 (A)
は， (CP)内部で 2回転して生産資本への転態をとげると考えられるmo
(CP) の販売額に (A)と (D) を追加して(表2) が得られる。(表 2) に
お付る投入・産出において， (CP) と (CS)の双方において貨幣収支が均衡し，
かつ (P)取入αの出発点への還流が可能であれば，以後， (表 2)を基本表に
して「原表」分析を先に進めることができるであろう。
(表 2)
「=竺| (CP) (P) (C S) 計
(C P) A+A ar B'+D 2A+B+D 
くp)
くCS) C' |α(1刊 D C十D
」一一一一
計 |加c' I a B'+2D 12A+B+C+2D 
〈表2) ドアおいて社会全体の販売額と購入額とは一致する。 その額は「原
表」の 2=3版の数値，a=側リーヴノレ， f=t附いては2，400リー ウツレに
達する。このうち (CP)の供給額は1，500リー ヴノレ， (CS)の供給額は900リー
ヴノレ叫となり， r経済表の説明」における記述と一致する。
次に (CP) と (CS) の部門~Ijに貨幣収支を算出してみよう。 (CS) の貨幣
余剰は，
23) くCP)年前払支出分の貨幣額(A)がくCP)内で2回転して生産資本への転態をとげる点について，















1-r(1-r) 1-r(1-r) 1-r(1-r) 
=α 
となる。 (CP) の販売額にAとDを追加する「仮定」によって，社会全体の需












上式より， (CP)の貨幣余剰分は (CP)生産物 A+Dの販売額に一致する
ことがわかるのそれゆえ，年前払の投下によって生産された (CP)生産物のう
100 く384) 第137巻第3号









となり， A+Dの値は (CP)生産物支出佐向 rの値の変化にかかわらず，恒に
αに等しい(但L0<ァど1)。他方， (P)が年度末に (Cめから受けとる純生
ν(2，.-r') 
産物の価値額(E)は 行二子γ である。との値は r=2の単純再生産に1-r(1ーの
ず 1おいてはaに等し〈なるが，.の値が記と一致しない縮少も Lくは拡大再生産





項の集計値 (D)は (CS) の目階級内支出によってくCS) 内部を流通する貨
幣額であり， (CS)折半支出規定に従って支出された貨幣額，つまり D=
(1ーの xCである。




易にふれ， (P) 用者修品原材料の国外からの補填と (CP) 生産物の輸出につ
25) I純生産物」部分には諸税支払額がふ〈まれているが，本稿では簡略化Lて，純生産物=地代
と表現する。
ケネ←『経済表H限表」のマネ ・フロー 分析 (385) 101 
いて特記していることを顧慮すれば，年前払の素材補填のためのにめへの貨
幣額 (D) の全額支出という仮定は否定され，その結果，本節の最初に定立し
1 た rA+D=EJ の仮定も否定される。 r=zの単純再生産における rA+D~EJ






















26) Quesnay， F.， Explication， op. cit. p. 677 なお， r原表」第3版では，若干，語句D修正が
なさわしている。
27) 閉鎖体系の仮象は「範式」においても発生する。「範式」も開放体系を前提したうえで，素材ノ
102 (386) 第 137巻第3号
したがって原表Jにおいて海外余剰を想定することは合理的である。閉
鎖体系から開肢体系への「飼展」にともなって， (CS)に生ずる海外余剰を新
たな集計値記号 (D2) で表示すれば， (CS)が (CP)に対して原料の素材補填
のために支出しうる貨幣額は D十D，となる。 (CS)が (CP) に支出しうる貨













a(l-1'り(I-r) ， a(3γ-2r'-1) 
一亡天王子ア-T寸士r(l-子了








ることが巨定きれていたoJCQue:suay， F.， Analyse de la Formule arithm剖 quedu Tableau 
E叩 omique，Observations importantes， 1.N. E. D.， p.805) r原妾J~開放体系「範式J~閉
鎖体吊といフこれしまでの通説は持検討の余地があると思われる。
28) 軒府の都合で計算は省略する。
ケネ 『経済表JI原表」のマネー フロー 分析 (387) 102 
(衰 3)
¥s ¥¥¥¥¥n U Jl 〈CF〉 ぐ長〉 くじs> 計
くcP> 2A ar ll'+υ1 2A+ar十 B'+Dl
くP>
(C s> C' a(l-r) D C' I a(l-r)+D 
2A十 c' a I B'+D+D， 12A+B+C 
の還流が可能になる。
では， (CS)部門の貨幣収支を検討してみよう。 (CS) の取引として海外取
引が本来ならば(表3)に追加されねばならない。ケネーの「経済表の説明」
















































(r3 -4r2+2l十1)ー購入額合計 L l-r(l-r) 
(389) 10: 
(CS)が (Cめから購入するB'と D，の素材内容に関して， r経済表の説
明」の (CS)年前払規定， (CS)折半支出規定， (CP)生産物構成規定叩の三
規定から総合すると， (Bつも (D，)も食料品と (CS) 加工用原材料とから構
成されているが，本稿では筒略化して， (B勺=食料品， (D，) =原材料と一義的
に表現する。それゆえ， (CS)購入品の素材内容は，生活手段として B'と D














31) Quesm.y， F.， Explication， op. cit.， p.676 
32) ibid. p. 675 
106 (390) 第 137巻第3号
が購入する素材の価値額との差額を求めてみると，その値は4竺三竺21-rO-r1 
となる O この値は (CS)部門の貨幣収支一一(CS)の国内むけ販売額プラス輸
出獄マイナス (CS)の国内からの購入額7 イナス輸入額 で既に検出した海
外余剰， D2=宅辛子に相当する索材の醐額〔ーD2) に等しいこと
がわかる。それゆえ，海外余剰 (D，)に見合う商品価値額 (-D，)を (CS)
の海外からの購入追加分としてくCS)の購入額に加i草子わな， (CS) の購入品
a(r'-2r'-r+2) 総額は となり，販売総額に一致する。この結果， (CS)に1-r(l-r) 
投入された素材の価値と (CS)によって販売さわした素材の価値は均衡し， (CS) 
内には何らの「金銭的資産」も蓄積きれないことになる。
海外余剰 (D，)に見合う商品価値額(-D，)ば rの値p つまり社会の需要
構成の変化によってもたらされた (CS)生産物需要の増大に応じるための原材
料輸入の増加分として，その意味を筒略化して考えることができるだろう。仮












もケネーの指示に従って「捨象J L， (-D，)をくCS) の生産過程に極力，関
33) tbid.， p.677 
34) ibiι， p.677 














れる比率を qとすれば，残余の (CS)用道具補填分の価値は (1-q)D とな
るo qDは (CS)によって生活手段として消費される。 (1-q) D は「原表」
にのみ登場する自階級からの原前払補填分mであり，生産過程中に磨滅して新
生産物のなかにその価値を移転させてゆく価値部分である。したがって， (CS) 
購入生産物は，次のように生産諸手段 (Wpm)と消費手段 (Wkn包〉 とに組み
変えられる。
G-W 
B' D， C' 










35) ibid.， p.680外圏からのくCS)原前払補棋を主怯ずるミ ク(R.L. Meek)の解釈に対する
批判としては!平田清明『経済科世田創造』前掲を審問咽
36) 注文生産の論理」とし、う用語でもってケインズ経済学の基本性格を説明した宮崎義一『近代
陸時学白史的展開"有斐閣， 1967年， r第 2章いわゆる『ヶイソス革命』の基本性格」を参照。
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的需要が継起的に (CS)の購入量と，そして若干のタイム・ラグをおいて





















~(C-Dート qD) ー (B'+qD)
=Cー (D十Bつ
貨幣額 (C) の支出構成より，関係式何)の CニR'十D を与式に代入すれば，与
式ニOとなる。つまり， (CS)生産調程中に発生する新たた何値額は， 同期間
中に (CS)が個人的に消費する価値額によって相殺される。 (CS)の不生産的
ケ不 『経済表JI原表」のマネ ・フロ 分析 (393) 109 
性格を数式表現すれば，
ム W-Wkm=O ・ (関係式5)
(2)?くTく1，I生活手段0)者修」の場合。
;く7くIω場合， (岱)0)側では縮少再生産である。


































































ケネ 『経済表H原表」のマネ 田フ戸一分析 (395) III 
以上， 0くγくまとまくrくlの場合にわけで，開放体系の導入にともなっ








社会の需要構成の変化が， (CP) と (CS)両部門の産出額にどのような影響


































関係式(7)は rの値のいかんにかかわらず， C但し， 0くTく1)恒に成立し，




生 (ア+1+在五竺と J3)ai 一 子~-r+l)2
とない=ι-1白とき極大値 27-1をとる。 しかし!くわ収入の成長率は窮極的に
は (CP)再生産総額の成長率によ勺て決定台れる。
39) Quesnay， F.， Explic3.tion， op. cit.， p.678. 
40) Qu陀snay，F.， E.計四日，op. cit.， p.673. 
ケネー『経済表H原表」のマ不←・フロ一分析 (397) 113 
(CP) と (CS)の部門間素材補填関係を表現している。素材的に表現しなおす
ならば， (CP)が (Cめから購入する，消費手段をふくむ原前払素材補填分の
価値c'は， (CS)が (Cめから前払補填用に購入する原材料の価値 D，に恒
に等しい。
以上の関係式(6)と関係式(7)が「原表」のマネー・フロー分析から引き出され
る結論である。
